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を
引
き
継
ぐ
た
め
に
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
こ
の
藤
香
会
を
こ
れ
ま
で
支
え
て
く

れ
た
方
々
に
つ
い
て
、
感
謝
の
意
を
込
め
て
書
き
留
め

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
藤
香
会
の
１
３
０
年
の
歴

史
に
つ
い
て
は
別
途
広
報
か
ら
「
藤
香
会
１
３
０
年
沿

革
史
」
が
刊
行
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
は
私
の
知
っ
て
い

る
人
を
中
心
に
功
績
や
人
柄
な
ど
を
述
べ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
回
は
故
人
ま
た
は
理
事
を
退
任
さ
れ
た

方
を
中
心
と
し
て
お
り
、
現
理
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
々
は
次
の
機
会
と
し
ま
す
。

◦
故
　
中
島
敏
行
前
副
会
長

昭
和
47
年
に
入
会
さ
れ
、山
内
勝
也
元
副
会
長（
鳥

飼
八
幡
宮
、秦
紀
子
理
事
の
祖
父
）
の
後
を
受
け
て
、

昭
和
61
年
か
ら
平
成
23
年
ま
で
の
27
年
間
、
副
会
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
玄
海
沖
地
震
に
よ

る
墓
所
の
塀
倒
壊
、
15
代
長
久
公
逝
去
、
墓
地
の
福

岡
市
へ
の
移
管
、
１
２
０
周
年
記
念
碑
建
立
、
如
水

公
顕
彰
イ
ベ
ン
ト
な
ど
数
多
く
の
難
題
を
処
理
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
18
年
に
は
こ
の
「
藤
香
会
だ
よ
り
」

を
創
刊
さ
れ
、
ま
た
、
現
在
の
事
務
局
組
織
や
年
間

行
事
の
基
本
を
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
こ

の
藤
香
会
活
動
も
順
調
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

一
番
こ
の
藤
香
会
に
貢
献
さ
れ
て
お
り
、
平
成
24
年

よ
り
顧
問
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
平
成
27

年
12
月
19
日
88
歳
で
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

◦
故
　
諸
岡
京
子
元
事
務
局
長

平
成
21
年
に
事
務
局
長
に
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
平

成
24
年
４
月
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
事
務
局

と
し
て
会
務
の
処
理
、
文
書
類
の
作
成
、・
発
送
な

ど
家
族
ぐ
る
み
で
作
業
し
、
会
務
を
支
え
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
急
逝
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
後
を
事
務
局
だ

っ
た
私
が
引
き
受
け
ま
し
た
が
、
何
も
わ
か
ら
ず
数

年
苦
労
し
ま
し
た
。
現
会
計
の
秦
紀
子
理
事
の
ご
母

堂
で
す
。

◦
故
　
高
倉
清
子
元
理
事

黒
田
家
の
福
岡
の
定
宿
で
あ
り
、
懇
親
会
で
も
よ

く
使
っ
て
い
る
タ
カ
ク
ラ
ホ
テ
ル
の
元
社
長
で
す
。

平
成
20
年
姫
路
で
行
わ
れ
た
、「
黒
田
サ
ミ
ッ
ト
お

城
ま
つ
り
」
に
も
元
気
で
参
加
さ
れ
、「
黒
田
官
兵
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新
型
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ル

ス
感
染
予
防
の
た
め
の
外

出
自
粛
に
よ
っ
て
１
か
月

遅
れ
で
総
会
が
６
月
21
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
﨑
会
長
は
挨
拶
の
中

で
、「
３
月
19
日
に
一
般
社

団
法
人
が
認
可
さ
れ
、新
し
い
形
を
持
っ
た
会
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
法
要
の
取
り
止
め

等
が
あ
っ
て
会
の
行
事
に
も
支
障
が
出
て
き
た
が
、郷

土
の
歴
史
を
掘
り
下
げ
、文
化
の
振
興
に
力
を
尽
く
し

た
い
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、令
和
元
年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
と
藤
香

会
の
行
動
基
本
方
針
お
よ
び
令
和
２
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
、役
員
改
選
に
伴
う
審
議
が
行
わ
れ
、全
議
案

と
も
執
行
部
提
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

終
了
後
の
講
話
は
、福
岡
銀
行
顧
問
・
小
幡
修
さ
ん

の「
福
岡
銀
行
の
歴
史
か
ら
見
た
黒
田
家
と
の
か
か
わ

り
」と
題
し
て
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

概
要
は「
福
岡
銀
行
の

起
源
は
国
立
十
七
銀
行
で
、

明
治
10
年
に
認
可
さ
れ
明

治
30
年
に
は
民
間
銀
行

と
し
て
時
の
大
蔵
大
臣

松
方
正
義
伯
署
名
の
指

令
書
が
発
行
さ
れ
た
。
明

治
37
年
の
財
政
危
機
で

安
田
銀
行（
現
み
ず
ほ
銀

行
）の
支
援
を
受
け
て
安

田
銀
行
よ
り
役
員
を
招
い

た
が
、こ
の
時
の
筆
頭
株

主
は
黒
田
家
13
代
当
主
長

成（
な
が
し
げ
）公
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
大
正
12
年
に
は
安

田
銀
行
と
の
合
併
進
め
る

黒
田
決
議
書
が
出
ま
し
た

が
、採
択
は
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

福
岡
銀
行
は
天
神
地
区
の
町
づ
く
り
に
も
積
極
的
で

し
た
。
本
店
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
中
央
郵
便
局
が
移
り
、

天
神
市
場
の
後
が
本
店
と
な
り
、
郵
便
局
の
後
は
西
鉄

グ
ル
ー
プ
の
福
ビ
ル
と
な
り
、
福
岡
の
中
心
街
と
な
り

ま
し
た
。」
以
上
誠
に
興
味
深
い
お
話
で
し
た
。

１
．
主
な
決
定
事
項

役
員
は
次
の
通
り
で
す
。
新
し
く
吉
田
征
則
さ
ん
が

理
事
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

⑴
　
新
役
員

　

名
誉
顧
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黒
田
長
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山
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拓
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問　
　

空
席

　

副
会
長　
　

毛
屋
嘉
明

　

事
務
局　
　

田
島
満
行
（
局
長
）　

松
尾
等

　

事
務
局
総
務　

西
田
経
敏　

栗
山
順
子

　
　
　
　

研
修　

田
中
崇
和　

大
島
泰
治

　
　
　
　

広
報　

天
本
孝
久　

森　

純
子

　
　
　
　

会
計　

郡　

基
博　

秦　

紀
子

　

理　
　

事　
　

原
俊
樹　
　

篠
原
カ
ズ
ヱ

　
　
　
　
　
　
　

高
倉
照
矢　

徳
永
良
子　

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

浜
田
泰
祐　

三
野
原
信
二

　
　
　
　
　
　
　

岳　

康
宏　

吉
田
征
則
（
新
）

　

監　
　

事　
　

馬
頭
徹
夫　

田
中
雅
美

⑵
　
年
間
行
事

今
年
度
は
主
な
行
事
と
し
て
次
の
こ
と
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

法　
　

要

８
月
４
日
長
政
公
法
要（
コ
ロ
ナ
に
よ
り
中
止
）

２
月
12
日
忠
之
公
法
要
（
東
長
寺
）

３
月
20
日
如
水
公
法
要
（
崇
福
寺
）

神
社
大
祭

光
雲
神
社
、
筥
崎
宮
、
宗
像
大
社
、
紅
葉
八

幡
宮
、
鳥
飼
八
幡
宮
、
住
吉
神
社
、
警
固
神
社
、

香
椎
宮
、
太
宰
府
天
満
宮

文
化
活
動

６
月
21
日　

総
会
終
了
後
講
話

９
月
25
日　

歴
史
勉
強
会
（
博
物
館
）

10
月
末　
　
史
跡
巡
り
・
福
岡
の
黒
田
ゆ
か
り
の
地

２
月
12
日　

忠
之
公
法
要
後
講
話

藤
香
会
副
会
長　

毛
屋
嘉
明

藤
香
会
は
本
年
度
総
会
で
述
べ
ま
し
た
と
お
り
「
一

般
社
団
法
人
藤
香
会
」
と
な
り
ま
し
た
。「
今
回
の
法

人
化
で
何
が
変
わ
っ
た
か
」
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、

今
ま
で
の
任
意
団
体
の
時
と
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
定
款
に
し
て
も
従
来
の
会
則
の
ほ
う

が
よ
り
詳
し
い
く
ら
い
で
す
。
今
ま
で
の
目
的
、
会
員

数
、
行
事
、
会
議
体
、
会
計
な
ど
全
く
問
題
な
く
、
か

え
っ
て
設
立
時
の
役
員
数
が
多
い
く
ら
い
で
し
た
。
メ

リ
ッ
ト
を
一
言
で
い
う
と
「
法
人
化
に
よ
り
社
会
の
信

用
度
が
増
し
今
後
の
活
動
が
や
り
易
く
な
っ
た
。」
と

い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
そ
れ
に
よ
り
「
会
員
の
方
の
責

任
と
義
務
が
重
く
な
っ
た
」
と
自
覚
し
て
行
動
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
今
年
は
藤
香
会
設
立
１
３
０
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
間
た
く
さ
ん
の
先
輩
諸
氏
が
こ
の
会
を
支
え
、
引

き
継
い
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
我
々
も
次
の
人
に
バ
ト
ン

総会で審議する会員たち

総会時の講話の講師 小幡修様
 

藤
香
会
を
支
え
て
く
れ
た
人
々

山﨑　拓 会長
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会員クリック㉖

に
は
２
０
０
０
石
を
賜
う
こ
と
に
な
り
、
同

年
妻
も
得
た
。
妻
は
竹
中
重
次
（
竹
中
半
兵

衛
の
孫
）
の
女
で
翌
年
嫡
男
も
生
ま
れ
、
こ

こ
ま
で
は
順
調
な
人
生
で
あ
っ
た
が
、
同
19

年
（
１
６
４
２
年
）
忠
之
公
の
勘
気
を
被
り
追

放
処
分
を
受
け
浪
人
と
な
り
妻
子
共
々
各
地

漂
白
し
奈
良
、
大
阪
で
子
を
生
し
、
慶
安
元

年
（
１
６
４
８
年
）
松
平
讃
岐
守
の
招
き
に
応

じ
小
早
川
帯
刀
と
称
し
約
10
年
間
仕
え
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
後
光
之
公
の
代
に
な
り
、
萬

治
元
年
（
１
６
５
８
）
光
之
公
よ
り
召
し
返
さ

れ
再
び
吉
田
久
大
夫
と
改
め
小
姓
頭
と
な
り

２
０
０
０
石
を
賜
る
。
寛
文
５
年
（
１
６
６
５
）

に
は
執
権
職
を
命
じ
ら
れ
２
５
０
０
石
を
賜
う

こ
と
と
な
り
、
こ
こ
に
小
吉
田
の
完
全
復
活
が

果
た
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
利
安
は
「
大
略
記
」

「
延
宝
八
年
記
」
を
著
し
て
貴
重
な
歴
史
資
料

を
残
し
て
お
り
ま
す
。

【
吉
田
久
大
夫
利
安
】

元
和
２
年
（
１
６
１
６
）
重
成
の
四
男
と
し

て
生
ま
れ
た
利
安
は
寛
永
６
年
（
１
６
２
９
）

14
歳
に
て
忠
之
公
に
召
し
出
さ
れ
１
０
０
０
石

を
賜
う
に
な
っ
た
。「
栗
山
大
膳
事
件
」
で
幕

府
の
詮
議
に
あ
た
り
、
十
七
歳
で
お
供
に
加
わ

り
江
戸
に
お
い
て
の
精
勤
を
認
め
ら
れ
忠
之
公

か
ら
褒
美
の
脇
差
と
感
状
を
受
け
た
。
同
15
年

（
１
６
９
８
）
二
十
三
歳
で
「
島
原
の
乱
」
に

出
陣
し
度
々
戦
功
を
あ
げ
同
17
年
（
１
６
４
０
）

本会理事
吉田　征則

に
心
を
配
わ
れ
、
そ
の
編
集
に
は
定
評
が
あ
り
ま
し

た
。

新
型
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ル

ス
感
染
予
防
の
た
め
、
恒

例
の
墓
所
清
掃
と
ご
法
要

を
崇
福
寺
か
ら
の
要
請
も

あ
っ
て
取
り
や
め
ま
し
た
。

そ
こ
で
理
事
有
志
12
名

に
よ
る
墓
参
の
み
執
り
行

い
ま
し
た
。
墓
所
は
福
岡

市
の
草
刈
り
も
済
ん
で
い

て
、
１
本
の
桜
が
花
を
付

け
て
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

前
号
で
掲
載
し
た
箱
嶌
会
員
の
歴
史
小
説
「
筑
前
ち

ん
ち
く
塀
も
の
が
た
り
」
が
２
０
１
９
年
度
福
岡
市
文

学
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
に
は
歴
史
小
説
家
の

白
石
一
郎
さ
ん
、
推
理
作
家
の
夏
樹
静
子
さ
ん
ら
が
受

賞
者
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
福
岡
市
発
行
の

「
二
〇
一
九
年
度　

福
岡
市
文
学
賞
」
と
い
う
小
冊
子

に
は
、
同
会
員
の
小
説
「
マ
コ
べ
え
の
い
る
風
景
」
と

「
黒
髪
山
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

郡理事が広報担当から会計担当に異動され、後任には森純子理事が就任しました。
今号には毛屋副会長が、会の発展に貢献されたなつかしい人びとを紹介していま
す。懐かしい方もおられます。(天本 )

編集
後記

ホームページアドレス
　　　　　http://toukoukai-kuroda.com/

検　索藤香会

★
新
規
入
会
員
紹
介

１
．一
般
会
員

吉
田
道
央
・
中
村
泰
三
・
丸
茂
克
浩

２
．協
賛
会
員　

52
社

ちょっと
うんちく

衛
を
大
河
ド
ラ
マ
へ
」
と
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。現
理
事
の
高
倉
照
矢
さ
ん
は
そ
の
ご
子
息
で
す
。

◦
故
　
平
山
芳
子
元
理
事

生
家
は
黒
田
家
と
関
連
の
深
い
紅
葉
八
幡
宮
で
、

長
い
間
理
事
を
さ
れ
、
諸
岡
元
事
務
局
長
と
二
人
で

藤
香
会
を
長
く
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
３
月
に

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

◦
鈴
木
譲
二
元
事
務
局
長

昭
和
54
年
入
会
さ
れ
、
親
子
２
代
で
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
昭
和
62
年
か
ら
の
墓
地
清
掃
の
発
端
を

作
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
17
年
坂
牧
元
事
務
局
長
の
あ

と
を
受
け
て
、
主
に
史
跡
め
ぐ
り
の
企
画
や
実
施
に

長
年
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
一
時
期
顧
問
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◦
木
下
正
元
理
事
・
監
事

大
正
14
年
生
ま
れ
で
今
年
95
歳
。「
私
の
健
康
法
」

を
実
践
さ
れ
て
お
り
、
最
近
は
車
の
免
許
も
返
納
さ

れ
、
野
菜
づ
く
り
も
や
め
、
奥
様
と
二
人
自
宅
で
元

気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
草
苑
」
は
ご
子
息
が
継
が
れ
、
総
会
、
法
要
の

時
は
設
営
・
司
会
な
ど
も
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

◦
村
松
伸
哉
元
理
事

広
報
担
当
理
事
と
し
て
、
永
年
会
務
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
創
立
１
２
０
周
年
記
念
碑
建
立
・
除

幕
式
、
如
水
公
４
１
１
回
法
要
と
そ
の
後
の
顕
彰
イ

ベ
ン
ト
は
中
心
に
な
っ
て
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

28
年
よ
り
体
調
を
崩
さ
れ
、
今
は
理
事
を
退
任
さ
れ

て
い
ま
す
。

◦
山
﨑
芙
美
子
元
理
事

平
成
20
年
よ
り
12
年
間
会
長
を
努
め
て
お
ら
れ
る

山
﨑
会
長
の
令
夫
人
で
す
。
会
長
が
忙
し
く
行
事
に

參
加
で
き
な
い
時
に
よ
く
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
近
は
ひ
ざ
を
悪
く
さ
れ
て
理
事
を
退
任
さ
れ
ま
し

た
が
、
賛
助
会
員
募
集
の
際
も
会
長
の
影
の
力
と
し

て
い
ろ
い
ろ
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◦
平
田
善
積
元
理
事

平
成
18
年
の
藤
香
会
だ
よ
り
創
刊
よ
り
広
報
と
し

て
中
島
前
副
会
長
を
助
け
、
そ
の
発
行
に
絶
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。
文
章
内
容
の
語
句
の
一
つ
一
つ

如水公墓参

如
　
水
　
公
　
ご
　
法
　
要

箱
嶌
八
郎
会
員
に
福
岡
市
文
学
賞

今
回
は
福
岡
藩
の
回
船
が
漂
流
し
て
ボ

ル
ネ
オ
に
漂
着
し
、
９
年
後
に
奇
跡
的
に

ひ
と
り
の
水
夫
が
帰
国
し
た
こ
と
を
書
き

ま
す
。

九
州
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
筑
前

唐
泊
孫
七
物
語
」
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と

で
す
が
、
こ
の
漂
流
譚
に
は
類
書
が
多
く
、
中
で

も
亀
井
南
冥
の
高
弟
で
あ
り
甘
棠
館
の
祭
酒
（
筆

頭
教
授
）
で
あ
っ
た
青
木
定
遠
興
勝
が
、
ひ
と
り

帰
国
し
た
水
夫
孫
七
か
ら
聞
き
取
っ
た
「
南
海
紀
聞
」

が
詳
細
で
学
術
的
あ
る
。

青
木
は
藩
最
初
の
洋
学
者
と
し
て
も
名
高
く
、

こ
の
聞
き
取
り
に
も
世
界
地
図
を
前
に
し
て
質
問

を
し
、
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
「
南
海
紀
聞
」

に
は
現
地
の
物
産
・
風
俗
・
訳
言
・
俗
謡
な
ど
が
記

さ
れ
て
お
り
、
他
の
類
書
を
雑
書
と
言
い
、「
そ
の
説

杜
撰
は
な
は
だ
多
し
」
と
言
い
き
っ
て
い
る
。

筑
前
五
ケ
浦
の
ひ
と
つ
唐
泊（
現
福
岡
市
西
区
唐
泊
）

の
、
宝
暦
12
年
（
１
７
６
２
）
に
新
造
さ
れ
た
伊
勢

丸
（
１
６
０
０
石
積
み
）
が
明
和
元
年
（
１
７
６
４
）

に
津
軽
の
材
木
を
江
戸
に
運
ぶ
途
中
風
の
た
め
、
奥

州
と
常
州
の
境
の
塩
家
の
岬
よ
り
漂
流
を
始
め
る
。

70
日
余
り
流
さ
れ
て
陸
地
に
到
着
す
る
。「
孫
七
物
語
」

で
は
こ
こ
を
後
に
ボ
ル
ネ
オ
と
聞
い
た
と
書
か
れ
て

い
る
が
、「
南
海
紀
聞
」
で
は
マ
キ
ン
タ
ロ
ヲ（
ダ
バ
オ
・

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
）
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
の
人
間
に
奴
隷
と
し
て
そ
ふ
ろ
く
（
ス
ー
ル

ー
諸
島
）
の
海
賊
に
少
人
数
に
分
け
ら
れ
て
売
ら
れ
る
。

途
中
、
病
死
す
る
も
の
も
多
く
い
た
様
子
が
書
か
れ
、

現
地
で
は
水
葬
に
す
る
た
め
、
孫
七
た
ち
は
頼
ん
で

陸
に
穴
を
掘
り
埋
葬
し
た
と
あ
る
。

そ
の
後
ボ
ル
ネ
オ
の
華
僑
に
30
文
で
売
ら
れ
、
そ

こ
で
主
人
の
家
来
と
し
て
商
売
な
ど
を

手
伝
う
。
主
人
の
母
親
に
日
本
に
残
し

て
き
た
親
な
ど
の
こ
と
を
話
し
て
帰
国

し
た
い
旨
を
告
げ
、
オ
ラ
ン
ダ
船
に
乗

り
組
ん
で
長
崎
に
孫
七
ひ
と
り
が
帰
国

し
た
。
お
土
産
に
も
ら
っ
た
刀
は
幕
府

に
、
薄
絹
の
蚊
帳
は
黒
田
家
に
召
し
上

げ
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
。

当
時
、
海
外
に
行
っ
た
者
は
世
間
か

ら
隔
離
さ
れ
、
外
国
の
状
況
や
情
報
を

広
め
な
い
よ
う
に
厳
重
に
監
視
を
受
け

て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
漂
流
譚
が
物

珍
し
さ
も
あ
っ
て
世
間
に
広
く
流
布
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。平

成
31
年
／
令
和
元
年


